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花王（株）

SCM部門ロジスティクスセンター
新田 秀一

平成29年3月31日総合物流施策大綱 有識者委員会報告
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花王の概要

2016年12月31日現在
商号 花王株式会社（Kao Corporation）
本店所在地 東京都中央区日本橋茅場町1丁目14番10号
創業 1887年6月（明治20年）
設立 1940年5月（昭和15年）
売上高 1兆4,576億円（連結）
資本金 854億円
従業員数 7,195名（連結対象会社合計 33,195名）
生産拠点 国内１０、海外２８

5,335億
円
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2,790億
円
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連結売上高
14,576億円

1７％
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24％

コンシューマープロダクツ
83%

ケミカル
17%

ビューティケア事業

ヒューマンヘルスケア事業ファブリック＆ホームケア事業

ケミカル事業
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二次三次卸店二次三次卸店

花王のサプライチェーンの特徴

花王の流通チャネル
（国内の家庭品）

一般的な流通チャネル

花 王（製造）メ ー カ ー

花王Ｇカスタマーマーケティング

（販売会社）

消 費 者

小 売 店

顧客・消費者
ニーズ

直販

一 次 卸 店一 次 卸 店一 次 卸 店

二次三次卸店

3

消 費 者

小 売 店
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厚木（化粧品）

花王グループ物流拠点(2017年3月現在)

拠点数拠点区分

家庭品 ＬＣ

ﾀｰﾐﾅﾙ

合計 （同居拠点除く）

化粧品

２２

７

５６（54）

仙台南（化粧品）

神戸（化粧品）

名古屋西（化粧品）

岩槻第３

すみだ北

佐野
茨城

２７

戸田

ＬＣ：ロジスティクスセンター



All Rights Reserved, Copyright © Kao Corporation

コ
ン
シ
ュ
ー
マ
プ
ロ
ダ
ク
ツ

工

場

物

流

拠

点

花王のロジスティクス活動の範囲
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小型車
1,200台／日

大型車 500台／日

海上

ＪＲ貨物

積 送 配 送

●●ｽｰﾊﾟｰ

庫内

（２８万店）（LC:家庭品22+化粧品7）
（９工場）

小売共配
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学
品
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バルク車 60 台／日

得意先
約５千社

届先
1万ヶ所

25
拠点
25

拠点
30％

70％
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花王
SCM部門

花王ＣＭＫ
（販売会社）

小売業の
物流ｾﾝﾀｰ 消費者

調達計画

在庫設計・出荷予測情報

庫内・配送計画輸送計画生産計画 販売計画・受注

「１つの予測情報」を関連部門が共有し、連携・同期

品質保証

「一気通貫の効率的なサプライチェーン」を構築、運営

「全系モニタリング」（見える化）で継続的に改善

花王のＳＣＭ組織運営



All Rights Reserved, Copyright © Kao Corporation

予測台数＝既に確定している受注分
＋出荷予測による受注分 先に必要になる分を前倒しして輸送

輸送効率化の活動例①前倒し輸送による輸送の平準化

川崎工場⇒岩槻ＬＣ
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空
走

イオン

花王 花王

ｲｵﾝ関東RDC

運送会社
静岡営業所

花王川崎LC

花王豊橋工場

イオン

原料メーカ/碧南市
1:00着

20:00発

1:30発

4:30着

5:30発

10:00着
荷降・積込
11:00
車庫戻り

4:00着
4:30荷降

運転手Ａさん 運転手Ｂさん

1:30発 1:00着

荷主：花王
荷主：イオン

23:00
車庫発

休憩
トレーラーヘッド交換

※区間・拘束時間

運転手 区間 勤務時間 拘束
時間

Ａ 花王川崎→関東RDC→静岡中
継地→花王川崎→川崎車庫 16:30～4:30 12時間

Ｂ
花王豊橋→静岡中継地→中部
RDC→名古屋港→花王豊橋→
豊橋車庫

23:00～11:00 12時間

空移動の少ないルート設定・・・「関東⇔中部」 間の基幹輸送に加え、調達、配送の結合輸送を実現

～トレーラチェンジ方式～

ｲｵﾝ中部RDC

効率化による物流コスト削減を実現するために 2016.6.7より実運営

輸送効率化の活動例②イオン様との共同取組み
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サプライチェーンにおける人生産性

102

103

104

10

105

106

1

（液体洗剤を例とした概算:直接人員のみ）

人
生
産
性

[個/(人・Hr)]

（配合） （充填） （庫内作業）
製造 物流

（積送） （配送） （店頭） （通販）

ｹｰｽ出荷（自動化）

ﾊﾞﾗ出荷（手動）

・大量生産/自動化
・スケールメリット

・消費者・顧客ニーズへの対応（小口化・多頻度・短納期）
⇒ 生産性低下、労働力不足、コスト増加

※ルート②、③の生産性低下が課題

①

②

③
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日本の産業別労働生産性（米国との比較）
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出典：滝澤美帆「日米労働生産性水準比較２０１６年度版」、公益法人日本生産性本部

• 産業別にみた日本の労働生産性(就業1時間当たり付加価値額／2010～2012年平均)は、
製造業で米国の7割(69.7％)、サービス産業（第三次産業）で5割(49.9％)。

• 運輸(44.3％)や卸売・小売業（38.4％）、飲食宿泊(34.0％)等で格差が大きい。

• 国交省生産性革命プロジェクト提言(2016.5.23)
「物流事業の労働生産性を２０２０年までに２割程度向上させる」
⇒各分野（輸送、物流庫内、配送・配達、海外展開等）毎のロードマップ策定と着実な実行
例） ２０２０年：１.２倍、２０２５年：１.５倍（2016年比）

「生産性革命」の具現化
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課題と要望

機能要素 課 題 活動／対応 要 望

輸配送 ドライバー不足
長時間勤務（待機時間）
小口納品化多頻度
物流安全確保
環境負荷低減

結合輸送／中継輸送
共同輸送
モーダルシフト
荷姿ユニット化（まとめ発注）
動態管理システム導入

空車情報の
可視化、共有
鉄道、港湾の
インフラ整備

保管 保管スペース確保
倉庫の大型化集約化
倉庫建設（用地規制）
〃（建築許可長期化）

賃借倉庫の確保
用地の探索

道路／
用地整備
優遇措置

荷役 作業員不足
バラ出荷増加
短納期（当日納品増加）
小口納品化多頻度

自動ピッキング
女性、シニア活用

技術開発支援
（ロボット、
自動搬送、
パワースーツ）

情報管理
（含トレーサビリティ）

ＡＳＮの活用
（積荷情報の受け渡し）
品質保証

物流資材のスマート化
庫内ー車両との情報連携

標準化
コンソーシアム
車載機器の
一元化

危機管理 リスクマネジメント
ＢＣＰ

企業連携による被災地救援
非被災地域への製品供給

支援アイテム・
数量の決定ス
キーム
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